
 

 

 

 

 会長挨拶   渡邊正義 会長 

皆様こんにちは。先週は移動例会という事で、

高橋実会員の風の谷で例会を開催しましたとこ

ろ６７名中５２名出席して頂きました。久しぶり

の移動例会という事で楽しいひと時でした。お店

がお休みのところ高橋さんはじめスタッフの

方々の親切な対応感じ入りました。又私がうれし

かったのは武藤先生のお元気な姿を見られた事

です。いつにもまして顔色が輝いていました。お

聞きしましたところ毎日３０分位自転車で散歩

しているらしいです。いつまでもお元気で過ごさ

れますよう願っております。 

先日行われた災害支援特別委員会の結果を御

報告致します。まず金額は２００万円を先行して

振り込みます。次に送り先の窓口としましてはト

ルコ大使館に決めました。時期を見て成蹊高校と

杉妻小学校の生徒たちに書いていただく激励文

等を持参したいと思います。以上の様に決定いた

しましたのでご報告します。我が国とトルコの関

係についてちょっとおさらいをしてみたいと思

います。日本とトルコの友好関係は明治のころか

ら始まります。明治２９年９月１９日和歌山県串

本町の沖合で座礁し、乗組員５８７人が亡くなり、

生存者が６９名いました。この事故で大島島民は

不眠不休で救助にあたりました。その縁で１９８５年イランイラク戦争の時、サダムフセインはイ

ラク上空を飛ぶ飛行機を無差別に攻撃するという事でしたが、日本政府は航空の安全が確保できな

いというわけで救出は見送られました。その時助けてくれたのはトルコ政府です。その理由は海難

事故で日本には大変お世話になったという理由からです。いつまでたっても恩を忘れない国ですね。

そういう因縁浅からぬトルコを襲った未曽有の地震被害に対して日本としては何かしらの支援を

するのは当然の事ではないでしょうか。 

今日は２５１０地区、函館五稜郭ロータリーの酒井パストガバナーの「ロータリーを楽しく」と

いうテーマ―での卓話が御座います。皆様楽しみにして下さい。最後になりますが、宮城貴志会員

と恵利紀之会員が転勤の為今月いっぱいで退会されますお二人の今後のご活躍を祈っております。

３月は別れの季節とはいえ寂しいですね。これで会長挨拶を終わります。 

 

第 28 回例会 

2023.3.15 

会員 68 名中 48 名出席 出席率 70.59％ 
修正 52 名出席 出席率 76.47％ 

メイクアップ 4名 
 



 

 

 

 

 

 新会員入会式  入会証書及びバッジの授与 

 

新会員 安永真悟さん 

 

皆さんはじめまして。新会員になりました安永と申します。

今回、年明けから大阪の方から福島県に来て、約 2 ヵ月程度た

ったところでございます。色々わかないことがあると思います

のでよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米山奨学生奨学金授与  于
う

 秋
しゅう

麗
れい

さん 

皆さんこんにちは。今日は最終日となりますので、マスクを外

させていただきます。今までありがとうございます。 

毎回、奨学金のご支援をいただき、誠にありがとうございました。 

今日は最終日の奨学金授与式となりました。奨学生となったこ

の 2 年間で、皆様から多額の奨学金をいただいたおかげで、学

業に集中することができ、いよいよ今月 24 日に卒業式を迎える

ことができました。 

そして様々な分野で活躍している皆様と交流する機会をいただ

きまして、社会的な視野を広げることもできました。福島南ロー

タリークラブのお陰でゴミスポや稲苗代湖、水草除去作業など

といった社会活動に参加でき、クリスマ

ス会そして米山奨学委員会の皆様が用

意していただいた誕生日会といったい

ろんなことが経験でき、皆様に感謝して

おります。また、私のカウンセラー鈴木

洋子さんはこの２年間で毎回の奨学金

授与式に私を大学まで送迎していただ

いたことに感謝しております。4 月から

社会人となります。これまで米山、福島

南ロータリークラブから学んだことを生かし、社会に貢献することができ

るように、引き続き頑張っていきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 



 

 

 

 

 

 退会会員のご挨拶  恵利紀之会員・宮城貴志会員 

【恵利紀之会員】 

前回の会員スピーチで発表させていただいた中で、お話はさせ

ていただいきましたが、改めて退会のご挨拶をさせていただけれ

ばと思います。先日は送別会に、大橋パストガバナー、渡辺会長、

大勢の方に送別会を催してしていただき、誠にありがとうござい

ました。この 3年間ちょうどコロナ禍でありまして、地区大会が

オンラインで行われたり、セミナーもオンラインでということが

続きながら今日がありますが、先ほど于秋麗さんも申し上げてお

りましたが、スポゴミに参加させていただいたり、創立 50 周年

の記念日例会をここで開催させていただいて、その中でこの南ロ

ータリークラブの歴史という部分に触れさせていただいて、やは

り素晴らしいクラブだなと思った次第でございます。今年度は地

区大会や大声杯の野球大会を観戦することができてそれもいい

経験でございます。そして猪苗代湖の除草作業、少しずつ対面行

事が増えてきた中で退会ということで、非常に心苦しいことでは

ございますが、転勤ということでご了承いただければと思います。 

最後に南クラブのますますのご繁栄と皆様方のますますのご健

勝をお祈りさせていただいて、ご挨拶にかえさせていただきます。 

本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

【宮城貴志会員】 

大変短い期間でございましたが、色々とお世話になりまして誠

にありがとうございました。3 月の来週の例会で会員スピーチを

予定させていただいておりまして、準備をしていたんですが、実

はあの日に本社の方に呼ばれまして、サラリーマンでございます

ので、言われれば次のところへということで、新潟の方に転勤を

することになり、家の方に帰れることになりました。 

後任につきましては、今度茨城県の筑波より支店長が着任をさ

せていただき、お世話になりたいという形で進めておるところで

ございます。今後の支店長含めてご指導ご鞭撻のほど引き続き何

卒よろしくお願いいたします。大変お世話になりました。ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 ゲストスピーチ  函館五稜郭ＲＣ パストガバナー 酒井正人様 

「ロータリーを楽しく」 

本日はお招きをいただきましてありがとうございます。 

パストガバナーのお二人が私の目の前にいらっしゃるもので

すから、何か喋ったら後でどこで何か言われるかなと思いなが

ら緊張しています。 

話変わりますけど、後期高齢者の通知を数年前に貰いました。

後期高齢者とは嫌ですね。高齢者ってのは許せるんですが、後

期高齢者ってのは後がないという感じがしますので、前期高齢

者そして高齢者と言い方に変えてほしいなと思います。年をと

りますと教育と教養が必要だということでこの機会をいただ

いたことに感謝をしております。 

それでは、早速始めさせていただきます 

先日お亡くなりになりました牧公介パストガバナーでござい

ますが、実は私の同期のガバナーでこの地区にとりましても、

大変有能で貴重な方を失ったということを本当に残念に思い

ます。お悔やみを申し上げますとともにご冥福をお祈りしたい

と思います。また伺いますと直近にもうお二方もお亡くなりに

なったということを聞きまして、本当に惜しい方々を亡くした

と思っております。有能なガバナー・パストガバナーがお揃い

で皆さんは安心されておりますでしょうけれども、こうした先人の方々が歴史を作られてきたとい

うことを思い出していただきたいと思います。 

こちらのクラブの当時の会報を探し出してきました。武藤正隆会長ですとか牧さんがお話になっ

たスピーチを私も読ませていただきました。ちょっと画像を無理やり引っ張り引き延ばしたので、

ちょっとぼけておりますが。多分そこのことを思い出されている方が皆さんの中にたくさんいらっ

しゃることだろうと思っております。同期にはジェニファーE ジョーンズＲＩ会長、三木明ロータ

リー財団管理委員もおられます。私、かなりにやけた顔しているんですが、よくご覧になっていた

だくと、右手で私の肩を押さえて左手で私の腕を掴む。実はこれ、にやけているのではなくて当惑

しているんです。どうしていいかわからない緊張状態であります。この写真見るたびに情けなくな

っているところです。これ私の住んでる函館の夜景になりますが、伺いますとの函館の 100 万ドル

というのは、実は福島が発祥地ではないかという話を先日伺いました。調べておりませんけれども、

そうなのかなと思いながら見ております。これ冬の五稜郭公園ですね。また五稜郭絡祭りになりま

すので参加するところです。 

さて福島市と函館市をちょっと比較してみました。 面積的に見ますと、90 キロ平方メートルほ

ど福島の方が大きいんですね。人口も約３万人多いのですが、少し前までは函館市も 30 万人いた

んですけれども、現在こんな形になっております。人口密度にしますとほぼ一緒ぐらい、そんな函

館であります。どうぞ皆様、函館まで足を伸ばしてご利用いただければ嬉しく思います。お待ち申

しております。 

これはロータリーの友2017年 11月号からとされている100周年の実行委員会のクラブの運営に

ついてというアンケートですが、例会委員会の活動がマンネリ化しているなど、不満なところが少

し高く現れている状況であります。これ会員に対するアンケートでありますけれども、なぜロータ

リーをやめないでロータリーにいるのかと言いますと、異業種交流ができるから、生涯の友人・仲

間ができるから、自己研鑽等々もありますけども、やはり大事なのは仲間意識だろうと思います。

私もこうしてここにお邪魔できたのも、クラブを超えたお付き合いがあったからだろうと思います。 

  



 

 

 

 

 

今日の本題になりますが、ロータリーの中にはロータリアンの行動グループと親睦活動グループ

というのがあります。私のクラブにはゴルフの会と吞兵衛の会がありまして、注目をしているわけ

であります。けれども、親睦委員長いらっしゃいますか。親睦副委員長いらっしゃいませんか。こ

ちらのクラブでは、どんな同好会があるのですか。「ゴルフですね。あと、釣りです。」はい、柴田

さんのクラブはどうですかね。「ゴルフです。」大体どこのクラブでもゴルフだとか、そういったこ

とをやっているんですけれど、こういうロータリアンの親睦活動クラブは、国際ロータリーの中に

あるということを今日ご紹介させていただきます。 

ロータリアン行動グループというのは国境を超えたロータリアンのグループ、ロータリアンの家

族や参加者や学友などで構成されています。今日、米山卒業生がいらっしゃいますけど、こういう

ことにも参加ができるということであります。自分の仕事だとか、職業的なものの専門知識を生か

して、世界的な行動をしよう、クラブの枠を超えて行動しようということであります。特に平和や

環境維持、薬物中毒等々こういったものに特化して活動しております。世界では 26 グループがあ

りまして、メンバーが 3万 1000 人。平均メンバー数が 700 名、140 カ国にこういう組織が広がって

いるということです。専門知識、資金、その他でロータリーの注目を高めるために、あるいは自分

たちのやりがいを作るという意味でも、大切な行動グループであります。 

今度はロータリー親睦活動についてお話をさせていただきます。 

今日は、ここのところを中心にお話をさせていただきますが、専門知識というよりも趣味だとかス

ポーツそういったもの、あるいは親睦を深める活動に特化している組織であります。国際ロータリ

ーに行きますと、友愛の広場というのがあります。そこにいろんな趣味のこういうブースができて

いまして、柴田さんも今回行くのですよね。アマチュア無線のそういうブースもありますので、ぜ

ひ参加をしていただきたいと思います。この親睦活動クラブというのは、先ほどの話と重複してい

ますので端折りますけれども、趣味やその他で成り立っているということであります。現在 70 を

超える親睦活動グループが認定されており、ここで佐久間さんとも知り合ったわけであります。こ

のグループはどういう風な成り立ちでできているのかというと、25 名以上のメンバー構成、そして

少なくとも 5カ国以上が参加していることが最低条件になります。我々の上部組織にはロータリア

ンのアマチュアレディオの組織がありまして、現在会長はイギリスの方なのですが、世界に 1つし

かないコールサインを持っているわけであります。私も佐久間さんも同じように持っています。

ROAR-JAPAN、そこに今年度の会長は鈴木松美さん、幹事には今日お越しの柴田さんがおります。 

2010 年ソウル国際大会の時、ヒューＭアーチャー会長ですね。この方も免許を持っていらっしゃい

まして、特別参加ということでお話をしているところであります。 

これは日本ロータリークラブの日本総会、1997 年に行われたものですが、私ここで初参加だったん

です。名誉会員の千宗室さんもいらっしゃいます。実は私無線部雑誌の記事をずっと書いていまし

て、その編集長から電話がきました。「確か酒井さんもロータリーのメンバーだよね、取材をしてく

ださい。」それでこの入会をここにさせていただいたという経緯がございます。意外なところで知 



 

 

 

 

 

って、こういう組織があるんだということであります。私はこの組織があることを知らなかったん

ですが、全く違うロータリーのメンバーじゃないところから教えていただいて、取材方々この会に

入ったということでございます。  

これはですね、私の地区大会の時にこのメンバー

が駆けつけてくれまして、新井会長代理にご挨拶を

してございます。こういう風な活動も各地で行って

おります。ちなみにこの最後に映っておりますのが

鈴木松美さん、この方テレビでよくご覧になった方

がいるかと思いますが声紋鑑定の有名な方です。こ

の方の卓話も面白いと思いますので、本当お呼びに

なってみたらいかがでしょうか。多分今ネット中継

で聞いているんじゃないでしょうかね。柴田さんの

方でネット中継してこの日本ロータリーアマチュア

ル無線クラブの何人かは、これをお聞きになって、

あるいは動画をご覧になってなるかと思います。こ

れは佐久間さんの活動を撮らせていただきました。

これ実はですね、これ外国のあるホームページに載

っていた活動になります。毎朝お話になっているわ

けでありますけれども、お邪魔した時に見せてくれ

るのかなと思ったら、お店の方は見せてくれたんで

すけど、無線室は見せてくれませんでした。私たち

はそこに興味があるので、お店よりもこっちに興味

がありますので、あとはアンテナをしっかり付けて

もらいました。本来、アマチュア無線も法律で縛ら

れた遊びでありますから、所在、もしくは内容を漏

らしてはならない。これ、電波法っていう規則があるんです。ちょっと聞きにくいところもあると

思うんですけれども、こんなことをしながら世間話もしますし、たまに各地区あるいは自分のクラ

ブの情報なども流しております。今佐久間さんがお話したのは、皆さん聞き取りにくいと思うんで

すが、無線の通信状態のレポート、あなたの信号はこうでしたよというのをちょっと専門的だった

んですけれどそういう情報を流していました。この後もう少し違う話になっていくわけですが、こ

れ最初は通信状態をレポートしているというところであります。そこではいろんなコールサインが

飛び交っていたと思います。佐久間さんはこの他に、ご旅行され最近も千葉県にご旅行されていま

したが、淡路島に携帯電話で繋ぎまして、そこから無線を出すということもしばしばされておりま

す。非常にアクティブにこの活動をされております。年をとっても、今日行くところと今日やるこ

とがある。そういう素晴らしい活動をされているんじゃないかなと思います。私もそういったおか

げで、今日来ることができましたし、今日用ができました。嬉しく思っております。ちょうどいい

時間になりましたので、締めくくりたいと思います。 

私たちは、クラブの中でも親睦やいろんな方々と知り合って、いろんな人間関係を作りながら、

いろんなことを学んでいくわけでありますが、その決められた枠を超えて、世界的なネットワーク。

そのためには趣味だとか仕事だとか専門知識、先ほど言いました行動グループ、あるいは親睦グル

ープなどを使いまして、その場を広げていくということは、私たちがロータリーに残るロータリー

を続けていく、1 つの大きな力になるものと私は信じております。私も何度かロータリーを面倒く

さくなって、止めたいなと思ったことあります。こんなこと言っちゃいけないのかもしれませんが、

正直なところそう思ったこともあります。しかしながらこうして友人がいることや、皆さんに呼ば

れてそこでお話をする機会が与えられる、そういったことで、また改めてやろう、もう少し続けな

くちゃと思うことが生まれてくることは事実だろうと思います。先ほど伺いますとゴルフの会とか

ってありましたけども、確かゴルフの国際的な組織があるはずなんです。そことジョイントして、 



 

 

 

 

 

ネットワークを広めていくとか。あるいは柴田さんは釣りがお好きですから、釣りの仲間などと国

際交流をしていくとかっていうこともまた面白いことになるのではないかなと思っております。私

が聞いておりますので意外と多いのが、囲碁の同好会やヨットの同好会、こういったメンバーが結

構日本ではいるようであります。25 人そして数カ国のメンバーが揃えばできるわけです。 

そしてなおかつその支部を日本に作り、皆さんで親睦を深めるとコミュニケーションも取りやすい

ですし、いろんなことができるんじゃないかと思っております。ちょうど与えられた時間になりま

した。ちょっと端折ってお話をさせていただきまして、誠に申し訳ございませんが、私のお話の趣

旨を汲み取っていただきまして、ロータリーをどうすれば楽しく続けることができるか、という 1

つの参考にしていただければと思っております。本日はどうもありがとうございました。 

 

 第４回委員会  米山記念奨学会委員会 横山りつ子委員長 

 

奨学生の于秋麗さんは本日最後の

メーキャップとなりました。 

3 月 24 日に福大を無事ご卒業され、

4 月からヨークベニマル小山店に勤

務されます。 

米山記念奨学会委員会では、例会

終了後「さよならパーテイ茶話会」

を開催いたしました。 

國井副委員長から花束を贈られ、

于秋麗さんと委員は笑顔で再会を約

束して新生活の門出をお祝いしまし

た。 

 

 

 

 

 

 幹事報告  宍戸隆司 幹事 

 

・マスクの着用について、3月 13 日より緩和されましたが、例会時はマスク着用を基本としま

す。今後は状況に応じて報告します。 

・4月 9日(日)花野山児童支援事業を実施します。詳細は別途案内します。 

・次年度米山奨学生報告（4月 26 日より例会出席予定） 

  名前：林 胤廷（リン インテイ）さん 男性 

  出身：台湾 

  大学：福島大学 4年生（24 歳） 

  カウンセラー：丹治洋子会員 

☆緊急報告 

クーラクーリアンテサンパレスが残念なことに来年令和 6年 3月 31 日をもって閉館となりま

す。早急に例会場を探さなければなりませんので、心当たりのある方はご一報いただけますと幸

いです。 


